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（公印省略） 

 

６月１日からの学校教育活動再開に伴うスポーツ少年団活動の段階的な再開について 

 

今回の新型コロナウイルス感染症拡大対策に伴い、当面（５/７～５/３１）の活動中止を要請さ

せていただいたところですが、この間、各単位団におかれましてはご理解とご協力を賜り感謝申し

上げます。 

 

さて、この度、草津市教育委員会におかれましては、県内・市内での現在までの感染状況を踏ま

え、小・中学校については感染防止策を徹底したうえで６/１から、市内社会体育施設についても同

じく感染防止策を徹底したうえで６/１から、それぞれ再開されることとなりました。 

（学校施設の開放については、グラウンドは６/８（月）から、体育館は７/１（水）からそれぞれ

再開されます。） 

 

草津市スポーツ少年団と致しましては、今回の学校教育活動の再開を踏まえ、活動を再開する環

境は整いつつありますが、感染リスクが完全に解消された状況ではないと考えております。 

つきましては、各単位団におかれましては、下記の 「スポーツ少年団活動実施の条件」 や 「留意

事項」 を十分ご了知いただき、 競技種目や活動・練習内容ごとに指導者の適切な判断のもと、 段階的

な再開をお願いします。 

 

 なお、現在のところ、本市においては新たな感染者は判明しておりませんが、感染の第二波のリ

スクも考えられます。今後とも国・県・市の要請や対応も日々更新されますことから、引き続き、

関係機関からの情報提供の内容を十分ご了知いただき、適切に対応いただきますようお願いします。 

 

また、是非この機会に、スポーツ少年団の理念を踏まえ、地域の医療機関への感謝等、「スポーツ

で人をつなぎ、地域づくりに貢献する」活動のご検討もいただけましたら幸いです。 

 

記 

 

スポーツ少年団活動実施の条件 

１.単位団団員の所属する学校の教育活動が行われていないこと。スポーツ少年団の事業、活動

と重なった場合は、各学校の教育活動を優先させること。 

２.団員、保護者の判断を優先し、参加を強要しないこと。 

３.使用する学校体育施設、社会体育施設、その他スポーツ施設の使用許可にあたり、感染症対策

など付せられた条件を遵守すること。 

 



留意事項 

１.基本的に、団員は２ヶ月以上活動していなかったことから、けがや体調不良とならないよう、

活動内容や活動量について段階的な指導を行ってください。また、熱中症の予防にも配慮して

ください。 

２.新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、３つの密を避けることはもちろん、事前に

体温測定、更衣室での配慮等、主たる活動の前後についても十分配慮してください。 

３.団員の指導にあたりましては、特に「県教育委員会」通知文書中の「別紙１」「別紙２」を踏

まえて行ってください。なお、マスクの着用については、指導者は着用、団員は着用しないよ

うよろしくお願いします。（別途添付） 

別紙１「学校再開後の体育の授業に関する留意事項(６/１～当面の間)5月 21 日改訂版」 

  別紙２「学校再開後の部活動について(６/１～当面の間)」 
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